
ユニフォームは３年ごとに変えています。この11月

から新しいユニフォームにしました。どのようなユ

ニフォームにするかは私は全く関与していません。

いろいろ悩んだようですが、今回は青を選びまし

た。背中には私が書いた「沢田内科医院」を前のユ

ニフォームと同じようにプリントしました。右腕に

は、相馬のんきさんの筆による「気合」をプリント

しました。

「気合」はクー

ルビズで背中に

プリントしたこ

とがあるのです

が、これが結構

人 気 が あ り ま

す。右腕に「気

合」をプリント

したのは、診察

する時に、患者

さんに右腕がよ

く見えるからで

す。受診する患

者さんの中には、この

「気合」を見て、「これ

は気合いの問題ですね

っ！」と言って帰る人

が少なくありません。

本来、職員のための「気

合」なのですが、患者さん

のための「気合」にもなっています。

前に、仕事帰りの若い男の患者さんが風邪を引いた

と６時前に受診したことがありました。話を

しているうちに、「今回は気合いを入れるだ

けにして帰ります！」と薬ももらわずに

帰りました。ところが、その次の日の

朝、「先生、やっぱり気合いが足りませ

んでした・・・・」と熱を出して来てい

ました。

新しいユニフォームをニュースレターで

紹介するために、まず若手３人で正面の

写真を撮りました。引き続き、後ろ向き

になり、背中の「沢田内科医院」を撮影

しました。その後すぐに８人で右腕の

「気合」の写真を撮りました。よく見る

と、８人で撮った写真の後ろの４人は実

は角を立てて怒っているんです。写真を

撮っている時は分からなかったのです

が、編集段階で気づきました！若手３人

の正面と背中の写真を撮り終わった後

に、「さあ、お姉さん方も並んでっ！」

と言った後に角が出てきたのでした。
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新しいユニフォーム

後列左から　尾野真紀さん、西谷鮎子さん、舘下麻奈美さん、澤田美紀子さん

前列左から　小堀未希さん、今夕葵さん、木村友美さん、棟方孝奈さん

左から　今夕葵さん、木村友美さん、棟方孝奈さん



元々、西目屋村には小学校

が４校ありました。私が大

学生の頃、40年前に３校が

統合して新しい西目屋小学

校になりました。その時、

私が卒業した大秋小学校は

消滅しました。もう一つあ

った小学校も統合して、現

在は西目屋村には小学校が

１校だけになりました。昨

年、西目屋中学校は東目屋

中学校と統合しましたの

で、私の母校はなくなって

しまいました。

現在、西目屋小学校には１

年生から６年生まで45人が

在籍しています。私が卒業

した西目屋中学校の１学年

が73人でしたので、いかに

人数が少なくなったかが分

かります。西目屋村の人口は、当時、約

5,000人で、今は約1,400人です。

10年くらい前から、図書や教材の充実のた

めに西目屋小学校と中学校に寄付を続けて

きました。本を読むことで、自分が知らないことをたくさ

ん知ることができますし、世の中にはいろいろな考えの人

がいることも分かります。西目屋村の子どもたちに、その

ような機会を与えて、世の中に飛び出して欲しいと思った

からです。

私は弘前高校に入学するまで教科書以外の本を読んだこと

がありませんでした。現在の西目屋村の子どもたちが同じ

状況だとは思いません。テレビやスマホ、インターネット

などでいろいろな情報

に触れることができま

す。それでも、自分の

経験から本を読んで欲

しいと思っています。

西目屋中学校の先生方

に対しては、中学生に

本の読書感想文を書か

せないで下さいとお願

いしました。私自身は

課題図書をきっかけに

本を読むようになった

のですが、本を読むこ

とを他から強制されると逆に本が嫌いになるの

ではないかと思うからです。

読書習慣をつけることが大事です。もっとも有

効なことは親が本を読むこと

です。家庭の中で親が本を読

むと、子どもは自然に本を読

むようになると思います。し

かし、それが望めない場合

は、学校で読書習慣をつける

ことです。それも、強制的に

ではなく自然に。西目屋小学

校では、授業の合間に読書タ

イムを設けて、先生も一緒に

本を読んでいるようです。

西目屋村は、このような長年

の活動に対して顕彰碑を建て

西目屋小学校統合40周年と顕彰碑
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たいと提案してきました。何回も話を持ってくる長

利允弘教育長には冗談でしょうと言ってたのです

が、とうとう承諾してしまいました。今年は西目屋

小学校統合40周年ですので、その記念式典に引き続

いて小学校の前で顕彰碑の除幕式が行われました。

関係者に交じって私も一緒に除幕のテープを引きま

した。その後、各学年から一人ずつ６人の生徒から

感謝の言葉を頂きました。

石碑の「本」には２つの文が刻まれています。右側

には、陸羯南の「名山出名士　此語久相伝　試問巖

城下　誰人天下賢」の漢詩です。これは、吉澤秀香

さんから頂いた書をそのまま写しました。左側に

は、「我が人生の原点なり　天下の賢の如く　崇高

な志で生きる」と刻まれています。私の生き方に強

く影響を与えた小田桐孫一弘高校長を意識したもの

です。文章自体は、西目屋村教育委員会の田澤桂司

先生が提案したものです。

西目屋村の中学生は東目屋中学校に通学していま

す。この子どもたちのためにも、もう少し続けま

す。
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　48年前のことになるが、弘前高校の入学式の光

景は今でも忘れられない。誰も知らない集団の中に

いて緊張していた私は、校長の話に衝撃を受けてし

まった。これが高校なのかと私は思った。壇上に立

った校長は私たちを大人として扱うのです。にこり

ともしない独特な風貌の校長が、その後の私の生き

方に大きな影響を与えた小田桐孫一校長だったので

す。

　

高校の３年間で、小田桐校長は「校長講話」として

たくさんの話をして下さいました。その校長講話の

中で印象深かったことの一つが「他律的学習と自律

的学習」という話でした。学ぶとは、真似ること模

倣することが基本で、教育の始まりは他律的なもの

であり、これは子どもの学習であるとした。つま

り、物事を考える基礎的な知識や技術は他から強制

的にでも教えられなければならないと説いた。一

方、自律的学習とは、与えられたものをどのように

受け入れるかを考えながら自発的に学習すること

で、自律的になればなるほど学習の効果が上がる大

人の学習であると説いた。

同期生の何人かは、高校３年の秋には独学で数学を

終えてしまっていた。高校生ながらも自分で解釈し

た自律的学習を実践していたつもりだった。また、

ある通信添削の問題を、高校数学を駆使して友だち

同士で解いた。この問題はどのような数学的手段を

用いてもよいことになっていたため、思いもよらな

い方法で解答してくる友だちが必ずいてすごく勉強

になった。これに比べ、学んでいる分野が分かり、

それ自体が解法のヒントとなる学校の数学には物足

りなさを感じていたものである。数年前に弘前高校

の学校評議員として授業を参観する機会があった。

私と同年代の校長の話では、私たちの頃のように数

学を独学でどんどん進んでいく学生はほとんどいな

いとのことであった。高校生は他律的学習を続けて

いるようである。

物ごとを批判的に考えて判断を下

し、それを言葉で周りの人に伝え

るという能力は、他律的学習だけ

では得られず、自律的学習が必要

である。学校を卒業した後の現実

社会は、正解のない世界である。ベストと判断して

下した結論が異なることは日常茶飯事である。この

ような社会では、決まった結論を求める力ではな

く、その状況にあったベストの解決法を選択する能

力が要求されるのである。もちろん、その前提とし

て基本的知識や技術が要求されるのは当然である。

「温故知新」という言葉がある。約2,500年前の孔

子の言葉である。故きをたずねて新しきを知る。こ

の言葉の解釈は何通りかあるが、将来の事態を知り

たいのなら、過去の経緯を考察しなければならな

い、と私は解釈している。基本的な知識や技術を身

につけることを故きをたずねるとし、自分が主体と

なって学び判断することを新しきを知るとすれば、

小田桐校長が私たちに語った「他律的学習と自律的

学習」の精神は、「温故知新」と相通じる。学習指

導要領でその時代に要求されるいろいろなことが示

されているが、教育の本質はいつの時代も同じだと

思う。分かり切ったことではあるが、まずは基本的

なことを身につけ、社会に出た時には自分で判断し

て生きて行く力をつけることである。私はこのこと

を高校時代に教えてもらったことになる。

（弘前市教育委員会が弘前市の小中学校教職員を対

象に発行している「教育ノート」に書いたものを転

載しました。）

他律的学習と自律的学習
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前回のニュースレターで、平内町と野辺地町の間にある津軽と南部

の境界、藩境塚の話を書きました。これを読んだ田村清司さんから

手紙をもらいました。

津軽では私が子どもの頃、床屋へ行くことを「ジャンボ刈る」と言

った。田村さんは、南部では何と言うかを教えてくれました。

南部でも、三戸町と八戸市あたりでは、「サンパツ」と言うらし

い。野辺地町がある上北郡では、「カミキッタ」と言うと。

田村さんのオリジナルではなく、りんご畑で仕事をしながら聴いていたラジオで知ったとのことでした。

「ジャンボ」と言うのは、女の人の髪には使いません。また、大人の七三に分けたような髪にも使いませ

ん。典型的なのは、小学生の男の子の坊ちゃん刈りのことです。髪の毛がちょっとしか残っていない田村

さんは、外来を受診した時に、「私のようなのもジャンボ刈るとは言わない」と教えてくれました。

医院でのこぼれ話 『ジャンボ』　津軽と南部の違い

10月1日から31日まで、国立病院の研修医矢島健也

先生が地域医療研修を行いました。医学部を卒業し

て国家試験に合格した医師は、２年間の初期研修が

義務付けられています。そして、そのうちの１ヶ月

間は、開業医や離島などでの「地域医療」研修をす

る必要があります。

矢島先生は卒業２年目の先生で、沢

田内科医院では通院する患者さんの

診察を主体に研修を行いました。国

立病院では、救急センターで外来の

患者さんの診察はしたことがありま

すが、定期的に通院してくる患者さ

んの診察はあまりしていないとのこ

とでした。

まず、患者さんから話を聞いて、何

が問題かを引き出します。続いて身

体所見を取ってどのような状態なの

かを確認して状況を把握します。外

来診療を行う中で関連する事柄を再

確認したり、新しく勉強したりしま

した。多分、教科書には書かれてい

ないが、臨床現場では大事なことをたくさん勉強し

たと思います。

医師会や教育委員会の仕事などで、医院を留守にす

ることが多く、矢島先生は十分な研修ができなかっ

たかも知れません。将来は、形成外科医になるとの

ことでした。

国立病院の矢島健也先生


